
2023年度子ども教育支援建築会議 全体会議・シンポジウム
子 ど も 教 育 支 援 の た め の 建 築 と ま ち の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

子どもの住まい・まちの学びがテーマの日本建築学会
子ども教育支援建築会議の恒例行事です。
参加費は無料で、会員外の方含むどなたでも参加できます。
今年は対面・オンラインのハイブリッド開催で、
基調講演と討論には、大西麻貴氏（建築家、横浜国立大学
大学院Y-GSAプロフェッサーアーキテクト）よりお話をい
ただきます。
また、子どもの建築・まちづくり教育に関連する会員活動
報告を募集しています。どうぞ奮ってご参加ください。

建築CPD：４単位

■プログラム
13:00 開会の挨拶 竹内 徹（日本建築学会会長/子ども教育支援建築会議会長/東京工業大学）

会議活動報告 高口洋人（子ども教育支援建築会議運営委員会委員長/早稲田大学）
13:20 会員活動報告＜要事前申込＞
15:00 基調講演 「愛される建築を目指して」大西麻貴（前掲）
16:00 質疑・討論 大西麻貴（前掲）、伊藤泰彦（武蔵野大学）、岩瀬功樹（梓設計）
16:50 総括 仲 綾子（子ども教育事業部会部会長/東洋大学）

閉会の挨拶 高口洋人（前掲）

申込方法：参加（聴講のみ）・活動報告有 いずれも専用フォームまたはQRコード(↓)から申込をお願いします
専用フォームは こちら をクリックください

主 催：日本建築学会子ども教育支援建築会議
後 援：日本建築家協会、こども環境学会

日本建築士事務所協会連合会、日本建築士会連合会
お問合せ：日本建築学会 子ども教育支援建築会議 事務局担当

内野 uchino(at)aij.or.jp 富田 tomita(at)aij.or.jp  (at)=@

講師プロフィール：1983年愛知県生まれ。共同設計者の百田有希と共に一級建築士事務所大西麻貴＋百
田有希／o+h主宰。住宅やインスタレーションから公共建築まで、幅広い規模の建築プロジェクトを手掛
ける。設計プロセスにおいては対話を重視し、建築をつくることを通してまちづくりや、環境全体を考え
る姿勢で取り組む。日本建築学会賞作品賞、BCS賞、京都建築賞最優秀賞など多数受賞。

12/10
Sun.

13:00-17:00
建築会館ホール
＆オンライン

愛される建築を目指して
基調講演：大西麻貴
建築家、横浜国立大学大学院Y-GSAプロ
フェッサーアーキテクト

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfesD5EFah30TpfptGy8HEw2EYa9iodEAVMofmjqHkt1CVwPA/viewform
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